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Ⅴ．特記事項 

 

1．多職種協働・チーム医療教育 

 医学の高度な発展と共に、各医療職においても専門性や分化性が高まり、これまで以上

に多職種協同・チーム医療の重要性が叫ばれている。 

本学では建学当初から本課題を最重要教育項目として掲げ、段階的かつ継続的にチーム医

療を学べるようにカリキュラム上の配慮をしてきた。1、2 年次には、コミュニケーション

論、栄養学、薬理学、公衆衛生学、保健行政論、心理学を学部共通の必修科目とし、両学

科を横断した共通の基礎知識を修得させた。更に、看護学概論、理学療法概論、作業療法

概論では、多職種との協働・連携を強く意識した講義を実践し、コミュニケーションを通

じた協力関係を構築する基盤とした。2、3 年次の各専門科目においては、講義・演習の中

でチーム医療の実例を提示して学生の理解を促し、臨地実習・臨床実習へとつなげた。4

年次後期の「チーム医療論」は 4 年間の学びの集大成と位置づけ、4 年次全学生と全教員

参加のチュートリアル形式の演習を行っている。 

大学院においても、1 年次に「多職種協働・地域連携特論」を設け、地域包括ケアサービ

スを推進するうえで鍵となる保健・医療・福祉・教育領域の多職種連携と協働の意義と共

に、各分野における多職種協働・実践に活用できる能力を教授している。 

 以上のごとく、学部から大学院を通じて、多職種協同・チーム医療の概念を教育の主軸

に置いていることは本学の特色の一つである。 

2．グループ病院施設との連携による実践教育 

 本学の学校法人の母体である「ふれあいグループ」は、医療法人社団康心会を中心とし

て、神奈川県を拠点に静岡県及び東京都に、17 病院、8 介護老人保健施設、10 クリニッ

ク、12 有料老人ホーム及び 2 特別養護老人ホーム並びに、1 大学、4 専門学校及び 1 幼稚

園、その他施設を含め 70 を超える関連事業所を運営している。 

 本学の学生教育はこれらのグループ施設や職員の協力を得ながら実施している．すなわ

ち、臨地実習や臨床実習の大半はグループ施設を利用するとともに、現場の医療職員から

直接指導をしてもらっている。さらに、グループの指導的な医療職員は、本学において非

常勤講師や客員教授として学生講義の一部を担当してもらっている。 

以上は、多数の、また多彩なグループ施設を背景として有する本学の強みであり、実践教

育上の有利な特徴の一つである。 

3．医療スペシャリストの養成 

 令和 3(2021)年 4 月に、看護職へのキャリアプラン支援の更なる充実のため、それまで

の看護実践教育センターを改組・機能強化し、看護キャリア開発コアセンターを設置する

とともに専任教員及び専任職員を配置した。 

本センターには、認定看護管理者部門（ファーストレベル・セカンドレベル）、認定看護師

部門（認知症看護分野）、実習指導者養成課程部門（神奈川県）、及び特定行為部門（特定

行為研修課程）の 4 部門を設け、質の高い看護を実践できるスペシャリストや教育者を養

成している。 

 以上は、看護師のキャリアアップに貢献するとともに、安全・安心で良質な医療を地域

に提供する基盤事業でもあり、本学の特色の一つである。


